
羽ばたいて夢はその手に

作詞 （淺羽一）J'Soul

ずっと強い人だと言われ続けて

強さを演じるしかなかったんだね

きっと良い人だって言われてたから

辛さも我慢し耐えていたんだね

貴方をずっと信じてたから 貴方をずっと見つめてたから

他人が何を言ったって ホントの事が分かるんだ

正しくたって 頑張ったって 掴めるかなんて分からない現代だけど
い ま

諦めないで 誰もいなくても 誰も見なくても

僕は信じてる 僕は見えている

最後の姿 貴方は笑う

誰よりも努力していただけなのに

誰もそれに気付いてなかっただけで

勝手な言い分ばかり浴びせられて

それでも黙って笑ってたんだね

貴方と時に微笑み合って 貴方と時に慰め合って

貴方自身に触れたから ホントの事が見えるんだ

優しいだけじゃ 綺麗なだけじゃ 裏切りに合うかもしれない世界でも

逃げはしないで 誰もが味わう 苦い挫折でも

僕には見えたよ 僕には聞こえた

嬉し涙を 貴方は流す

今はまだくすんだ卵のままでも

いつかは望んだ姿になれる

背中にはきっと大きくて白い翼が生まれる
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